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木質バイオマス活用事例を見ると、昔からの「木炭」「薪」の利用はその原点です。残念ながら炭焼きの行われている
風景を見ることはほとんどなくなってきています。
次に、チップにして燃料やパルプ原料にすることも多くあります。チップボイラーの公共施設等への導入も見られます。ま
た火力発電所で混焼するというケースも増加しています。
再生可能エネルギーによる発電が注目されてきており、既存の大規模発電所以外にも、森林資源の豊富な地域エリ
アでの中規模・小規模な発電所も期待されます。
チップからさらに工程を加えてペレット化し、熱のコントロールしやすいストーブとしても次第に普及してきています。
高い熱量を確保できるバイオコークスといった事例もでてきています。
一方、物理的な性質を利・活用する方法として、紛体にする、また繊維化するなどにより、新しい製品も生まれていま
す。
また、木材に含まれるいろんなオイルを取り出すことで、バイオオイル製造、アロマオイル製造なども進められています。特
に、アロマオイルは本町の多里地区で機械を導入し実験的に製造が始まっています。多里地区では、以前からハーブ
オイルの取り組みがありましたが、現在はヒノキ・スギ・クロモジなどからのオイル抽出に取り組んでいます。
また、海外依存しているガソリンの代替え燃料として、食糧と競合しない木質バイオエタノールの製造も始まっています。
外国ではサトウキビ、トウモロコシなどの食糧になる植物から、製造していますが、このたびのアメリカの間伐による農作物
の不作など、国連では食糧からのエタノール製造を控えるように勧告がありました。電気自動車の普及も多くなると思わ
れますが、液体燃料はまだまだ必要ですので、木質バイオマスからのエタノール製造は期待されるものです

　

～米子木材市場市況～

日南町民大学における講話から（日南の森林から地球を動かす）

１０月２４日（水）に開催された米子木材市場の市況 「森のめぐみ感謝市」 

 

       杉   （４ｍ末口径26ｃｍ～30ｃｍ） 9,500 （㎥）／ 平均          

   ヒノキ  （４ｍ末口径16ｃｍ～18ｃｍ）  17,000 （㎥）／ 平均 

    

           杉は９月最終市より高め、ヒノキは変わっていません 


